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はじめに

　東洋大学国際地域学部は、2012 年に文部科学省が推進する日本学術振興会の「グローバル人材
育成推進事業」対象大学として採択されて以来、「国際化」「キャリア教育」「哲学教育」を柱に

「グローバル人材育成プログラム」を進めてきた。グローバル人材であるためには、基礎的・専門
的学力に加え、語学力やコミュニケーション能力を身につける必要性から、英語力を高めることを
目的とした教育プログラム、短期・長期海外研修及び留学プログラムを充実させてきた（竹村学
長、東洋大学国際地域学部ウェブサイト「あいさつ」より）。
　報告者は 2013 年から 2016 年までの 4 年間を海外研修コーディネーターとして勤め１）、研修生の

「グローバル人材育成」の推進と研修期間の安全性を最優先に、研修内容の充実化を図ってきた。
研修生の報告書などから、研修は満足いく内容であったとの声が聞かされる中、報告者は海外研修
コーディネーターとして、研修生の満足度と研修目的の達成度の整合性、経験した研修と国際地域
学部の学びの関連性、そして、研修とその後の「グローバル人材育成」プログラムの選択と成果な
どを総合的かつ具体的に評価する方策を講じるには至らなかった。
　そのような反省の元、報告者は、2016 年 11 月 5 日に東洋大学 FD 推進支援室が主催し、北陸大
学未来想像学部の教員で学長補佐でもある山本啓一教授が講義されたセミナー「ルーブリック作成
ワークショップ」に参加し、学修成果の明確化や達成度の把握・測定と「育成のための評価」につ
いて学ばせていただいた。
　本稿では、本学が目標とする「グローバル人材」の定義を再確認し、その目標達成に向けた取り
組みとして本学に既存する様々なプログラムを概観した上で、海外研修の目標を明らかにし、学修
評価の一つとして、「ルーブリック」の採用の可能性を共有致したい。

企業の「グローバル人材」と定義と東洋大学が推進する「グローバル人材」の定義

　「グローバル人材育成」の重要性が議論されて久しいが、グリーバル人材に求められる要素は、
年々変化していくようである。ここでは、日本の企業がどのような人材を求めているのかを日本経
済団体連合会（以降、経団連）が経団連会員企業と非会員企業の 1,314 社を対象に行った調査
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（2014 年 11 月 25 日〜2015 年 2 月 6 日に実施。回答数 462 社）「グローバル人材の育成・活用に向
けて求められる取り組みに関するアンケート結果」から確認することにする。
　2015 年経団連アンケートによると、グローバル事業で活躍する人材に求める知識・能力とし
て、１番が「海外との社会・文化、価値観の差に興味・関心を持ち、柔軟に対応する姿勢」であっ
た。これに前回調査で１番だった「既成概念にとらわれず、チャレンジ精神を持ち続ける」、前回
調査２番の「英語をはじめ外国語によるコミュニケーション能力」が続いた（図１）。　
　経団連報告書の企業による「グローバル人材の定義例」（表１）に於いても、ダイバーシティー
への理解や受け入れを重視している業種が目立つ。これを整理すると日本の企業は、グローバル人
材にコミュニケーション能力を活用しながら主体的な取り組みを望みつつも、グローバル世界の多
様な社会・文化、価値観を了知した「協調性」ある対応に期待している、ということができる。
　一方、日本文化や歴史に対する知識、及び、アイデンティティーを取り上げる企業が少なかった
点について、経団連は、「初等中等教育で教育すべき課題」の中で「上位に指摘されており、身に
ついていることが前提となっていると考えられる」と説明している。
　これら日本企業が求める「グローバル人材」に対し、東洋大学の竹村牧男学長は、東洋大学公式
ホームページに於いて、グローバル人材を「地球規模の視点から物事をとらえ、自分の未来を切り
ひらき、地球社会の諸問題の解決に貢献できるような人間」と定義している。そのような人材に
は、「基礎的・専門的学力」の他に、「語学力」「コミュニケーション能力」に加え、「本質に迫って
深く考える＝哲学をする」ことで「課題発見力・問題解決力」や「リーダーシップ」、「協調性」な
どの「社会人基礎力を自ら磨き」、「異文化や価値観等を尊重・理解し活用できる力」と「自分の生
まれ育った国や地域の思想・文化を深く理解し発信できる力」が必要だと包括的に論じている。こ
れらの力を養う目的で、東洋大学では、多彩な「グローバル人材育成」事業がプログラミングされ
いる。

図１：グローバル事業で活躍する人材に求める素質、知識・能力

出典：経団連2015年「グローバル人材の育成・活用に向けて求められる取り組みに関するアンケート結果」
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海外研修の種類と達成目標

　海外研修は、国際地域学部が重視する「現場主義」精神に則り、「現地に赴いて語学や専門の研
究に学ぶ」ことを目的としている。学部が用意している海外研修を表２にまとめた。海外研修に
は、「語学研修」「語学＋専門研修」「専門研修」「ゼミ専門研修」と４種類の全８コースが提供され
ている。表２は、「ゼミ専門研修」を除いた、2016 年度の海外研修の種類と研修内容をまとめたも
のである。これらの海外研修に加え、2014 年 1 月に国際地域学部バンコクオフィスが開所された
ことを契機に、同年から SFS（Student-led Field Study）をタイで実施している（国内では能登で
実施）。学生が自ら考え行動することで、彼らの自立を促し、真の「グローバル人材を育成する」
ことを目的としている。
　1 年生のガイダンスでは、学生に早い段階（１年生から２年生）で海外研修に参加するように促
している（図２）。その理由は、早期に海外研修に参加することで、学生の異文化理解をはじめ、
訪問国・地域に対する問題意識を高め、日本人としてのアイデンティティーに目覚るなど、研修後
の大学における取り組みに成果を期待できるからである。

表１：グローバル人材の定義例

出典：経団連2015年「グローバル人材の育成・活用に向けて求められる取り組みに関するアンケート結果」
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グローバル人材育成プログラムの主要素取得度合いの説明が次なる目標設定を促す

　海外研修の最大の目的は、訪問国・地域において、学生が日本だけでは体験し得ない多様性に富
んだ環境の中で主体的に語学・専門研修に参加し、研修生同士、あるいは、現地で知り合う人々と
協働しつつ、これまで学生が修得してきた学問や経験を生かしながら、現地で直面する諸状況に応
じて自己の思考力・判断力・表現力を発揮し、これらの要素を自己のものへと吸収させて高めてい
くことである。事前・事中・事後研修を通して、学生が、「グローバル人材」に求められる、どの
要素をどの程度会得したのかを評価し、学生にフィードバックすることは、学生のその後の努力に
向けた動機づけとなる。また、大学側にとっても、海外研修の一層の充実化を図るために重要な指
針となる。しかし、これまでの海外研修には、どの「グローバル要素」をどのように、そして、ど
の程度成し遂げたら目標達成したと認めるのかといった具体的な評価法は存在しない。従って、ま
ずは、大学が学生に伸ばしてもらいたいグローバル主要素の取得度合いを提示するような目標達成
を設定し、その上で、海外研修の評価基準を決めていく必要がある。その際、目標達成項目と評価
基準を作成するのは、研修コーディネーターだけではなく、学問も含め、大学が提供する全「グ
ローバル人材育成」プログラムの関係者全員（教職員）と連携し、４年間の時間経過も考慮しなが
ら作成することが、グローバル人材育成プログラムをより実践的なものへと改善できると考える。
問題は、可視化しづらい学生の主体性、協働性、思考力、判断力、表現力といった要素を評価する
ことが極めて難しいと言う事だ。
　海外研修ではこれまで、学費に加え、研修費を出して海外研修に参加することが、そうではな
い学生よりも意欲があると評価されている状態である。研修を無事に終え、提出物を出している場
合は、よほどの問題がない限り、「良し」としている。この評価の「甘さ」が、多くの学生の心に

「旅行気分」を引き出していないだろうか。また、危機管理として「安全」な行動・行為を喚起す
ることが、学生の現地における行動を必要以上に慎重にさせていないだろうか。その結果として、
誤った判断を恐れて些細な事でも引率教員の判断に委ねるようになってはいないだろうか。実際、
最近の学部・学科会議では、研修生の参加姿勢とその後の学力・能力向上に難儀が示されるように

表２：2016年度海外研修 

図２：グローバル人材育成への取り組み 
出典：2015年度１年生対象ガイダンス資料 
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なってきた。その代表的な例は、現地の些細な問題解決も引率教員に頼るといった、学生の主体性
欠如問題と語学力の伸び悩みである。この傾向性の要因をどこに見出せるのか、また、改善するた
めの方策を何に求められるのかを適切に判断し、考えていく必要性がある。
　表３は、2016 年現在、学部が提供している「グローバル人材育成」関連プログラム各種であ
る。目標欄にあげた項目には、各プログラムが特に力を入れる目標を大別して示したが、いずれも

「グローバル人材育成」を促すことを最大目標にしている。
　表３が示すように、国際地域学部には、学生が伸ばしたいスキルや能力に従い取り組めるプログ
ラムが多種揃っている。海外研修は、自分が修得したい分野とその分野に求められるスキルや能力
を身につける「きっかけ・動機づけ」のプログラムとして位置づけられる。海外研修で学生が見て
聞いて体験して感じ取った、自身が向上させたいスキルと能力を次学期で伸ばすための講義とプロ
グラムを組み合わせて選択することが、学生のその後の成長に大きな役割を果たす。その判断基準
となるような学生の弱点と強点を示す具体的な評価は、課目選択時に役立つナビゲーターとなる。
4 年という時間経過の中で、学生がモチベーションを高く持ちながら、自助努力を継続させていく
には、「弱点の自己発見」の有効性をヒューバとフリードは指摘する（Huba & Freed, 2000）。そ
して、学生本人による弱点の自己発見を促すには、可視化され具体化された評価が求められる。そ
れを可能とするのが、ルーブリックである。それでは、ルーブリックではどのように評価基準が作
成され、学生の自己評価と自己改善を促し、教員に学生の成績向上を総合的に見極めることを可能
とするのか、ルーブリックの特性と評価について以下に説明したい。

表３：プログラムのデザイナーと運営担当

プログラム 考　案　者 運営担当（管轄） 目　　　標

海外研修 学部・学科 研修コーディネーター（学部） グローバル人材

SFS 学部・学科 研修コーディネーター（学部） グローバル人材

大使リレー講義 学部・学科 学部・学科 グローバル人材

コンファレンス・ライティング 国際連携本部事務課 外国人講師（事務課） 語学力

TOEIC, TOEFL, IELTS
国際連携本部事務課 外部企業（事務課） 語学力

課外講座

LEAP 国際教育センター 外国人講師（国際教育センター） 語学力

アルク Smart Learning 国際連携本部事務課 外部企業（事務課） 語学力

Toyo Achieve English 国際連携本部事務課 外部企業（事務課） 語学力

スピーチコンテスト 学部・学科 学部・学科 モチベーション

語学賞 学部・学科 学部・学科 モチベーション

Global Conversation 学科 学科 グローバル人材

英語プレゼンテーション 学部・学科 学部・学科 モチベーション

ESP 学科 学科 語学力

ECZ 国際教育センター 国際教育センター モチベーション

テンプル 学部 外部（学部） グローバル人材

国際学生シンポジウム 学部 学部 グローバル人材
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ルーブリックで何を評価できるのか

　「ルーブリック作成ワークショップ」で山本教授は、近年の日本において「知識の耐用年数が低
下」し、「社会の不確実性が増大」する傾向性を指摘するとし、その背景には、「知識基盤社会・生
涯学習の時代の到来」と同時に、「高卒正規職が消滅」し、あらゆる職場が「ジェネラリスト化」
の一途を辿り、「知識・技能・態度姿勢の高度化」と「ブルーワークの知識基盤化」が進んでいる
と説明した。このような「予測可能性の低い」状況下において、日本の高等教育機関に求められる

「育成すべき知識・スキル」は、学問（学力）と社会経験を連動させた、「十分な知識・技能」「思
考力・判断力・表現力」「主体性・協働性・多様性」の「汎用的」な「学力の３要素」に集約でき
ると論じた。そして、「思考力・判断力・表現力」や「主体性・協働性・多様性」といった可視化
しにくい要素を評価する必要性の高まりを強調した。この可視化しにくい要素を如何に評価するか
で悩んでいた報告者にとっては、ルーブリックによる学修評価が正にこれから求められると受け止
めた次第である。

ルーブリック評価指標がもたらす「グローバル人材育成」プログラムへの成果と課題

　山本教授は、ルーブリックとは「パフォーマンス・成果物の質（択一課題で測定できない力）を
表４：海外研修基本ルーブリック（検討中の案）
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評価するために用いられる評価基準」「１つ以上の観点（＝評価基準、具体的なスキルや知識など）
と、それについての一つ以上の尺度（達成レベル）、尺度の中身を説明する記述語」から構成され
ると説明する。また、ルーブリックのメリットは、多数の評価者（複数の教員等）間の評価のブレ
を抑える、評価のコストを下げる、学習者に見通しを与えるが、デメリットとしては、作成・修正
に手間がかかり、全体的な印象とのギャップと金太郎飴的な成果物になりがちと指摘している。
　その他のルーブリックを利用する長所としては、学生へ「タイミング良く（研修直後）」フィー
ドバックができる」「学生による詳細なフィードバックの活用」「批評的思考力のトレーニング」

「他者とのコミュニケーションの活性化」「教員の教育技法の向上」「平等な学習環境作り」があげ
られる（スティーブンス＆レビ、2013）。
　ここでは、作成半ばであるが報告者が作成した海外研修用向けの極基本的な評価基準ルーブリッ
クを参考例として示す（表４）。報告者のルーブリック評価研究が未熟なことは承知している。今
後、本稿を契機として海外研修コーディネーターを含めた「グローバル人材育成」プログラム関係
者間でルーブリック作成を検討する機会が生ずることに期待したい。
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